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Ⅰ 当期の業績 

（１） 損益計算書 （単位：千円、千円未満は切り捨てて表示しております） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

・特別損失 9,743 千円は、沼田店の建て替えに伴う、旧館建物等の固定資産除却損です。 

 

 

（２） 貸借対照表 （単位：千円、千円未満は切り捨てて表示しております） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・長期借入金のうち 1 年以内の返済予定額 334,778 千円は、他の固定負債ではなく、流動負債に含めております。 
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 (３) 株主資本等変動計算書（2020 年 7 月 1 日～9 月 30 日、単位：千円、千円未満は切り捨てて表示） 

 

 (４) 貸借対照表および損益計算書の作成の基本となる事項  

四半期の貸借対照表および損益計算書の作成の基礎としている会計処理の原則および手続は、下記事項を除き正規の決算におい

て採用している基準と同一のものを適用しております。正規の決算において採用している重要な会計方針等は「第26期事業報告

書 注記表 Ⅰ.重要な会計方針に係る事項に関する注記」をご参照ください。事業年度の貸借対照表および損益計算書の作成の

ために採用している会計処理の原則および手続きと異なる会計処理の基準は次のとおりです。 

 

●固定資産の減価償却の方法 各四半期の減価償却費は年間償却見積額の4分の1相当額を計上しています。 

●経過勘定項目  未収収益、未払費用等の経過勘定項目のうち、重要性の低い項目は、資産および負債に計上せ

ず期間収益または期間費用として処理しています。 

●消費税等の会計処理  仮払消費税等および仮受消費税等は、相殺のうえ、差額を流動資産または流動負債として計上

しています。 

なお、従来は前期の税負担率（税効果会計適用後の税額／税引前純損益）を、各四半期の税引前損益に乗じて計上していました 

が、当四半期より年度決算と同一方法により算定しております。 

また、当該四半期の貸借対照表、損益計算書および株主資本等変動計算書については、監査法人の監査を受けておりません。 

 

 

 (５) 重要な会計方針  

1.固定資産の減価償却の方法 

（1）有形固定資産  定額法を採用しています。なお、主な耐用年数は以下のとおりです。 

   建物:17～18 年､構築物:15～20 年､車両運搬具:4～6 年､工具器具備品:3～8 年 

（2）無形固定資産  定額法を採用しています。なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能

期間（５年）に基づく定額法を採用しています。 

（3）長期前払費用  定額法を採用しています。 

2.消費税等の会計処理  消費税等の会計処理は、税抜方式によっています。 

3.リース取引の処理方法  所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の売買取引に係る会計処理によって

います。 

なお、リース取引会計基準の改正適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、引き続き通常の賃貸借取引に係る会計処理によっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株主資本 

資本剰余金 利益剰余金 

その他 

利益剰余金 
項目 

資本金 
資本準備金 

その他 

資本剰余金 
繰越利益剰余金 

自己株式 
株主資本 

合計 

純資産 

合計 

2020 年 6 月 30 日残高 100,000 68,916 41,710 96,054 ▲56,798 249,883 249,883 

第 1 四半期中の変動額  四半期純利益    ▲36,254  ▲36,254 ▲36,254 

 第 1 四半期中の変動額の合計    ▲36,254  ▲36,254 ▲36,254 

2020 年 9 月 30 日残高 100,000 68,916 41,710 59,800 ▲56,798 213,629 213,629 
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Ⅱ 第 27 期（2020 年 7 月 1 日～9 月 30 日）の業績の概況 

 部門別内訳  （単位：千円、千円未満は切り捨てて表示しております）  

(※1)「前橋南店」「軽井沢店」「名阪長島店」の売上高は、運営受託店のため、宿泊営業売上ではなく運営受託料売上です。 
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 売上高・経常損益（全社合計、出店時期別）の推移  （2020 年 7 月 1 日～9 月 30 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍による影響が 6 月の回復傾向から 7 月に入って第 2 波により再び拡大したため、、前年同期に比べて第 1 四半期 

の売上高は 681,178→432,283 千円、経常損益も 161,560→▲34,066 千円と赤字に終わりました。 
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 客室稼働率（全店通算、構成内訳別）の推移  （2020 年 7 月 1 日～9 月 30 日） 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍による活動自粛の影響により、客室稼働率は 72.5→48.3％と前年同期を大きく下回りました。 

内訳をみると、ビジネス客はほぼ前年並みですが、ファミリーなどの観光客が半減しています。 

Ⅲ 第 27 期の売上高および利益の予測について 
（単位：千円、千円未満は切り捨てて表示しております） 

コロナ禍により前期は創業以来初めての減収、11 期ぶりの赤字となりましたが、当期もその影響が続いており、再度の感染

拡大など今後の見通しも流動的です。そのため、現時点では予想値を算出することが困難なため、不明とします。 

Ⅳ 資金および借入金の状況 

 （１） 現金および預金の増減 （単位：千円、千円未満は切り捨て） 

期 

 科目 

第 26 期第 1 四半期 

2019.7.1～9.30 

第 26 期第 2 四半期 

2019.10.1～12.31 

第 26 期第 3 四半期 

2020.1.1～3.31 

第 26 期第 4 四半期 

2020.4.1～6.30 

第 27 期第 1 四半期 

2020.7.1～9.30 

現金および預金の増減額 ＋75,134 ▲53,403 ▲13,922 ＋519,662 ▲137,296 

現金および預金の四半期首残高 208,950 284,084 230,681 216,759 736,421 

現金および預金の四半期末残高 284,084 230,681 216,759 736,421 599,124 

 （２）短期借入金の増減 （単位：千円、千円未満は切り捨て）1 年以内返済予定額は短期借入金として表示しております。 

期 

 科目 

第 26 期第 1 四半期 

2019.7.1～9.30 

第 26 期第 2 四半期 

2019.10.1～12.31 

第 26 期第 3 四半期 

2020.1.1～3.31 

第 26 期第 4 四半期 

2020.4.1～6.30 

第 27 期第 1 四半期 

2020.7.1～9.30 

短期借入金の増減額 ▲39,977 ＋62,148 ＋90,367 ＋70,214 ▲15,041 

短期借入金の四半期首残高 307,067 267,090 329,238 419,605 489,819 

短期借入金の四半期末残高 267,090 329,238 419,605 489,819 474,778 

借入金の減少は、約定返済によるものです。 

 （３）長期借入金の増減 （単位：千円、千円未満は切り捨て）1年以内返済予定額は短期借入金として表示しております。 

期 

 科目 

第 26 期第 1 四半期 

2019.7.1～9.30 

第 26 期第 2 四半期 

2019.10.1～12.31 

第 26 期第 3 四半期 

2020.1.1～3.31 

第 26 期第 4 四半期 

2020.4.1～6.30 

第 27 期第 1 四半期 

2020.7.1～9.30 

長期借入金の増減額 ＋23,621 ▲21,800 ＋102,391 ＋671,892 ▲57,340 

長期借入金の四半期首残高 483,213 506,834 485,034 587,425 1,259,317 

長期借入金の四半期末残高 506,834 485,034 587,425 1,259,317 1,201,977 

借入金の減少は、りそな銀行からの借入（20 百万円、7 月実行）と、約定返済の差額によるものです。 

 （４） 投資その他の資産の内訳  第 27 期第 1 四半期末（2020 年 9 月 30 日）時点（千円未満は切り捨てて表示） 

 175,732 千円 ･･･ 借上直営店における差入れ保証金（契約満了時返済） 

 20,797 千円 ･･･ 保険料積立金 

     1,210 千円 ･･･ 取引信用金庫などへの出資金 

     18 千円  ･･･ リサイクル預託金 

 合計 197,758 千円 

 

 

 

期別 
 

科目 

第 24 期 通期実績 
2017.7.1～2018.6.30 

第 25 期 通期実績 
2018.7.1～2019.6.30 

第 26 期 通期実績 
2019.7.1～2020.6.30 

第 27 期 通期予想 
2020.7.1～2021.6.30 

売上高 1,906,254 2,077,044 1,790,355 － 

経常損益 129,067 149,768 ▲178,097 － 

当期純損益 63,865 87,593 ▲196,776 － 
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Ⅴ 今後の事業展開と出店計画について 
 

 「名阪長島店」がオープンしました  

「名阪長島店」は7月28日に予定どおりオープンしました。 
 
 
 
 
 

 「庄内店」の工事が進んでいます  

コロナ禍による大幅な業績悪化にともない新規出店の具体化は見合わせていますが、「庄内店」は2年前より地元自治体から

の熱心な要請により進めていたこともあり、９月上旬に着工し、2021年3月にオープンの予定で工事が進んでいます。 

 コロナ禍の影響  

コロナ禍により3月に入り業績悪化が顕著になり、4～5月は売上高が前年同期に比べ60～70％減少、6～7月は30～40％減ま

で戻りましたが、7月に入って再び陽性者が増加するにつれ回復傾向が頭打ちになり、夏休みも低調に終わりました。 

9月に入ってからはGoToキャンペーンの効果もあって予約が増え始め、売上高も前年同月に比べ9月は80％、10月は90％ま

で回復しました。 

店舗別に見ると、ディズニーリゾートやUSJへの観光客でにぎわっていた「東京新木場店」や「大阪港店」の稼働率の落ち

込みが大きく、地方の郊外店舗はビジネス利用に支えられ比較的堅調という傾向が続いています。 

お客様からの要望に応えて4月23日より新設したデイユース(テレワーク)プランについては現在も継続しており、10月まで

に延べ約600室ご利用をいただいています。 

いずれにせよ、「自由な旅」＝「移動の自由」を支える必須の社会基盤施設として、休業することなく、医療関係者を含め

「平常心で」すべてのお客様を受け入れる方針です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、年初より資金の確保に努め、政府の緊急支援策にもとづく保証協会融資や商工組合中央金庫からの特別融資を含め、

10億円以上の借り入れを行いましたが、9月末時点でも約6億円の現預金を確保しており、このまま回復基調が続けば、安定

して営業を継続する状況が整っております。 

 

以上 


